
横浜自然観察の森調査報告6 (2000) 

2 0 0 0ゴミ探偵団パー ト3

調査者；ゴミ拾いハイキング参加者（まとめ：高橋 間，，) 

調査場所：薗内（センター前→モンキチョウの広場→へイケボタノレの湿地→ウグイスの草地→

アキアカネの丘→ピクニック広場→センター前）

調査日 ：20 0 0年 12月 23日（土）

調査開始年 ： 2000年 I 20何度予定：終了 終了予定 ： 年

1 .はじめに

2 0 0 0年 12月 23日（土）に，横浜自然観察の森友の会の行事として

ゴミ拾いハイキングが行われた．この行事で参加者によって拾われたゴミを

集計し分かったことを述べる．

2. 実施方法

ゴミ拾いハイキングへの参加者らによって，コースをたどりながらゴミを

拾い，どのようなゴミが何個落ちているかを，拾いながら記録し集計した．

経路は，センター前を出発し．モンキチョウの広場，へイケボタノレの湿

地，ウグイスの草地，（東屋，草地，林），アキアカネの丘，ピクニック広

場を経て，センター前までであった．

また，記録 ・集計に当たっては，「 19 9 7年度横浜の自然観察の森調査報

告 3J「19 9 8年度横浜の自然観察の森調査報告4J を参考にした．

3.結果

拾ったゴミの種類や個数，割合は表 1のとおりである．なおー袋の中に，弁当

がらと飲み物の缶が一緒に入っていた場合などは，袋の中身を確認し弁当がらと

缶とは別々にカ ウントした．

表 l拾ったゴミの種類とその個数

ゴミの種類 個数（率） ゴミの種類 個数（率）

ビニール ・ポリ袋 284 (29.9) 段ボール 3(0.3) 

菓子のかす 211 (22.2) ライター 2 (0.2) 

タバコの吸い殻 147 ( 15.5) お弁当箱 l (0.1) 

缶 ・瓶 92 (9.7) 軍手 1 (0.1) 

紙・新聞紙 80 (8.4) 電池 l ('0.1) 

弁当がら 70 (7.4) ゴムベルト I (0.1) 

プラスティック製品 20 (2.1) 眼鏡ケース l ( 0.1) 

ベットボトル 12 ( 1.3) ロープ l ( 0.1) 

生ゴミ（果物の皮） 7 (0.7) 遊具（ソリ） I (0.1) 

針金ハンガー 6 (0.6) イヤーホン l (0. I) 

薬袋 5 (0.5) その他 1 (0. I) 

エンピツ 司コ ( 0.3) if 言十 950 ( 100) 
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今回拾ったゴミの総数は95 0偲で．これまで報告されてきた97年度，および98年度

調査報告を上回る数となった

ワースト 3は「ビニーノレ・ポり袋J，「菓子のかすJ, rタバコの吸い殻JでS;;った．
今回は特にどニーJレ系のゴミが多く．さらに飴などが個別包装されていたとみられる小さな

ピニル系の袋が多く拾われた．また 98年度調査報告で言われていた罵辺状況によるゴミ の

数量変化は，今回も同じように見られた．

なお，拾ったゴミについては分別してまとめ，処理をした．

横浜自然観察の森調査報告6(2000) 

植物種子誤査

調査者高橋 関t （横浜自然観察の森友の会）

調査場所：横浜自然観察の森 全域

調査臼： 2000年4月～2001年3月

調査開始年 1996年 次年度予定． 継続 終了予定・ 木－＇－疋... 』『

横浜自然観察の森圏内における撞物種子の標本を作製中
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横浜自然観察の森調査報告 6 (2000) 

横浜自然観察の森利用データ調査 ＜2 ) 

調査者 ：今永正文 ［（財） 日本野鳥の 会 サンタチュ7リセンター横 浜 自然観察の森］

調査場所 ：横浜自 然観察 の森

調査日 ：2 0 0 0年 4月～ 20 0 1年 3月

調査開始年： 19 9 9年 ｜来年度予定：継続 ｜終了予定： 20 0 1年度
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調査方法：
年度毎に調査してきた施設利用データを収集・整理し、昨年度に引き続き

「利用者数の経年変化」・「利用形態比較 J .「来館回数比較」・「来園者の

年代比較」 ・「団体利用動向」 ・「取材・視察件数」の各テ ー マにそってデー

タを分析し、結果をまとめた。また、今回より調査に過去 10年間の 「四半期

毎来園者数比較」 を加えた。

結果 ：
1 ）利用者数変化 （図 1) 

200 0年度の来園者数は約 3万 6千人となり、昨年度より 5000人ほど 来園

者は減少した。 93年度をピー クとして全体的には減少傾向を示してい

る。

2 ）利用形態比較（図 2) 
行事参加者は 、95年度よ り引き続き全体の 1割を維持しているが、 2000

年度は団体利用者数の割合が減少し、 98年度とほぼ同じような割合を示

した。 － 
3 ） 来 館 回数比車交（図 3) 

6回以上の来園者が引き続き増加し、緩やかな常連化傾向を示している

と共に、はじめての参加者がわずかながら増加した。

4 ）来館者年代比較（図 4) 

200 0年度において 、高齢者の施設利用が 99年度と同様の割合を示 してお

り、全体的には高齢化が継続している。学童の利用は微増 した。

5 ） 団体 利用動 向 （図 5) 

利用した団体数は、 93年度以降ほぼ380件を前後し安定 している。 2000

年度は 99年度に比べると対応を求める団体数は微減“した。

6 ）取材 ・視 察 回数動向（図 6) 

取材件数・視察件数共に、減少してきている ．

7 ）四半期毎来園者数比 較（図 7) 

今回より新たに年度を 4期に分け、それぞれの来園者数を総計し、結果
をまとめた。 2000年度は、過去 10年間の平均値と比べると 、 「4～ 6

月」の利用が落ち込んでいる。

※なお、 ボラ ンティアの利用動向については 、 「友の会基礎デ ー タ調査」に

一 括し結果をまとめた。
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横浜自然観察の森調査報告6(2000) 

横浜自然観察の森 友の会基礎データ調査 （4)

調査者：尾崎理恵 （日本野鳥の会サンクチュ7リセンター 横浜自然観察の森担当）

調査場所：横浜自然観察の森

調査期間： 2000年 3月～2001年 3月

調査開始 ：1997年 来年度予定；終了 終了予定 ：

調査目的：
施設のボランティアグループ「横浜自然観察の森友の会」の会員動向を把握し、 施設利用を促進させ

るための基礎資料とする。

調査内容：
氏名を削除した会員データを友の会より借用し、そのデータをもとに「会員数の経年変化」「年齢分

布」「過去三年間の比較」「新規会員年齢分布」「99・2000年度新規会員比較」「施設ボランティア延

べ人数」の6項目についてデータを分析し、まとめた。

結果 7
1）会員数の経年変化（図 1)

2000年度の会員数は349名となり、 99年度に比べ50名減少した。

2）年齢分布

98年度および99年度と同様、 50代の会員が最も多く続いて60代、 40代という結果となった。男

女の数では 10代、 20代、 30代では女性会員が男性を上回り、 0-9、50代、60代、 70代では男性

会員が女性を上回った。40代では同数であった。

3）過去3年間の年齢分布比較（図 3)

特徴的であったのは50代の会員が減少していること。また2000年度は30代、 60代も減少してい

る。一方 10代、20代はわずかだカ句普加傾向にあることがよみとれる。

4）新規会員年齢分布 （図4)
全体では50名の会員が新たに加入した。年代では50代の新規会員数が最も多く次いで、 40代、 60

代と続いた。性別では50代、 60代男性の加入が多かった。

5) 99年度・2000年度新規会員比較

50代男性がわずかに増加している。しかしながら全体的に 2000年度は会員数が減少傾向にあった。

6）施設ボランティア延べ人数 （図6)

友の会を含む施設で活動したボランティア人数を合計した延べ活動人数の経年変化を調査した。97

年度を頂点と し、 それ以降は減少傾向にあることがわかる。施設ボランティアは減少傾向にあるの

だが、友の会ではないが施設のボランティアをおこなった人数は 99年度に比べると 100人以上増

加している。
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横浜自然観察の森調査報告6(2000) 

行事効果測定調査

調査者 ：植村美由起 （日本野鳥の会サンクチュア リセンター）

調査場所：自然観察センター

調査期間 ：2000年 4月 1日～2001年 3月31日

；欠年度予定 ：継続

調査目的：行事内容が参加者の求める内容と合っているか考察するための資料とするc

調査方法：大人を対象とした主催行事のうち 8回の行事に対して行事終了後、

「どのような行事があればよいか」というアンケー トを行なった。

調査結果：回収したアンケート数は95枚であった。そのうち、無回答数は50枚、

有効回答数は45枚であった。有効回答を集計すると、 「同じ内容の行事」

を求める回答が 19枚であり、有効回答の約42%であった。自然のもの

を使った工作や知識的な内容を求める回答もあった。

半数近くの人が現状の内容で良い

表1. アンケート回答内容と回答数 と感じているが、 半数以上の人は

回答内容 枚数 新しい内容のものを求めている

同じ内容の行事 19 ことがわかった。
自然のものを使った工作 6 

知識的なことを教える行事 5 

動物・植物の観察会 4 

農業関連の行事 3 

平日の行事 2 

年開通した行事 2 

ネイチヤーゲーム講座

地学的な行事

ネズミ、へビを調べる行事

植林
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横浜自然観察の森調査報告6 (2000) 

横浜自然観察の森 自然観察センター内 展示効果測定調査 (2) 

調査者： 尾崎理恵 （日本野鳥の会サンクチユアリセンター 横浜自然観察の森担当）

調査場所：横浜自然観察の森 自然観察センター

調査期間： 2001年3月
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｜来年度予定J終了 ｜終了予定：

自然観察センターの震示は、常設展示、季節展示に分かれており、圏内の自然情報について情報発信を行な

っている。中でも季節展示はレンジャーの手作りによるものが多l＼。そこで本調査では一つの季節展示に

焦点、を当て、来館者にインタビューを行うことで企画者のメッセージが正しく利用者に伝わっているのか

を調査した。

調査内容 ：

第 4四季節展示「冬のいきものはどこだ」を取り上げ、この展示を見終わった来館者に「この展示がど

のようなことを言おうとしているのか」を質問した。今回の調査では回答者のうち 7割以上の言葉の中に

「冬越し」「隠れている」の2つのキーワードが出たら企画者の意図が伝わっているものと判断した。

調査対象：

2001年3/18、3/23、3/27、3/29、3/30に展示に参加した6才から小学校6年生までの50人とした。

企画展示概要 ：
タイトル ：「冬のいきものはどこだ」

展示内容：小学生を対象lこ冬越ししている生き物がどこに隠れているかを体験的に知ることができるよ

う、ジオラマを作成。またジオラマの中に設置した素材を使用し、ビンコゲームを併設。シートを用いて

ジオラマから生き物探しができるようにした。

土土田
中ロフ＂＇ . 一
企画展示に参加した子供50人に「この展示がどのようなことを言おうとしているのか」質問したところ

37人（74%）が「冬に隠れている」「冬越し」「冬になると生き物は寒いから隠れる」といったキーワード

やキーワードを含む言葉が発せられた。7割以上の回答者から、こちらの意図したキーワードが出されたと

いうことで、今回の企画展示のメッセージは参加者に伝わっていると判断することができる。

しかしながら 13人（26%）からは「わからない」や「ゲーム」などの回答がされた。これらの回答は大

変重要な意味を持っている。企画側は来館者が企画展示をただ読むのではなく、来館者が自ら関われるよ

うにゲーム性を用いた内容にしたが、来館者は逆にゲームのみを楽しみメッセージが伝わっていなかった

といえよう。

考察：
ネイチャーセンターにおける展示は、常に自然情報を発信することが求められている。 またいかにそれ

を来館者に知ってもらえるかは、展示の見せ方によるところが大きし1。横浜自然観察の森における展示は、

小学生の来園が多いので小学校1年生からわかるような内容に設定してある。また彼らが展示に興味を持
ち、自然に関心を持つようクイズなどゲーム性を用いたものを作成することが多い。こうした工夫は来館

者に展示を見てもらうために大変有効な手段であると思われる。だが今回の結果からもわかるように「関

わり安さ」「楽しさ」を求めすぎるとメッセージ自体が薄れ、来館者には何も伝わらないという結果になり

かねなし1。今後メッセージを正確に伝えていくためには、双方のバランスを十分考慮していく必要がある。
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横浜自然観察の森調査報告6(2000) 

林管理の鳥類への影響に関する文献調査

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリセンター）

調査開始 1999年

調査目的

次年度 継続 終了予定 来定

林管理が生物におよぼす効果や影響についての文献を収集し 3 どのような影響が

あるのかを明らかにする .1999年から2001年にかけては 3 主に鳥類への影響につい

ての文献を収集する

調査結果

1 林の構造と鳥の数の関係

14本の文献が収集された．その全ての文献で J 構造の複雑な林の方が単純な林よ

りも 3 鳥の種類個体数種多様性が高かった（表 1) 

表 1.林の構造と鳥の数の関係 数字は文献数

複雑な林 単純な林

思の種数多い 12 。

鳥の｛国体数密度多い 8 。

鳥の種多議度嘉い 6 。
2 雑木林管理の影響

7本の文献が収集された．管理によって鳥が減る場合と J 増える場合3 また 3 鳥
類の行動が変わる 3 などの文献があった 管理によって減る種は林内生息種が多 く

3 増える種は 3 町中や草地などに生息する種が多かった （表 2) 

表 2.雑木林管理による鳥類の増減等の変化 数字は文献数

複数と個体数が減る 2 コゲラメジロ円ガ， ＇－ ii＂＂？＂＇~掛る

t堂える4重がある 1 開示。向ジシメ

Jtl ピコ，xィ~；· ＇芦:t'7刀ーー.ill：ヲグィス コルツ

増える種と減る種がある ' Jtl • ，，ヲタcクポ＂＇ジロムクドツス X〆 :rナガ
ー－・ JI: T'7'T" ~ジO

Jtl 7ク0ヲコゲラニァn シジ＂＇夕方ラ〆ジ 0

刀シラダ刃刃ワ，ヒワ＂＂＇ツロ
茸・クグイZ 7，，－ジ

鰐禦の仔亘書7.J'＂変わ-i3 1 '-ii＂－.，，，.， とがコ門前ノグ間川間

(2000年度日本鳥学会大会で発表）
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横浜自然観察の森調査報告6 (2000) 

草地管理の生物への影響

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリセンタ一）・篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 ピクニック広場

調査日 2000年8月～10月

調査開始 1997年 次年度 継続 終了予定 2001年

調査目的

生物に身近に触れることのできる草地管理の基礎資料として J 除草の生物への影

響を明らかにする．

調査方法

月に 1回， 2m×20mの調査コース 6本の範囲にいるクモ類・直麹類 （J＼ッタ類
・鳴く虫）の個体数を調査した．今年度は，広場ごとに草丈を変えるのではなく 3

各広場の中に 3 草丈の高い場所をパッチ状に残す形で除草を行った．

調査結果

昼行性のバッタ類では 3 オンブバッタ －クルマバッタモドキ－ショウリョウバッ

タ－ショウリョウバッタモドキ ・イナゴの仲間が確認された．

夜行性の鳴く虫のでは 3 カンタン ・クチキコオロギ－エンマコオロギ・ウマオイの

仲間－ツヅレサセコオロギ・シパスズorマダラスズ・力ネタタキ－オ力メコオロギ

．クサキリ－アオマツムシ

造網性のクモ類では 3 ナガコガネグモ ジョロウグモが確認された．
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横浜自然観察の森調査報告6 (2000) 

アリ ジゴクの空間分布の季節変動

調査者： 藤田剛（東京大学・生物多様性科学研究室）

調査場所：力シの森

調査日： 4月 10日，6月 12日，8月 11日，10月 17B, 12月 12日

調査開始年 附年 ！次年度予定 ：継続 終了 1終了予定年： 2001年

調査目的：
アリジゴクは、森林内の裸地という島状に散在する生息地だけに分布している。各裸地のパ
ッチに生息するアリジゴクの個体数と裸地のパッチ内の空間分布の季節変化を調べ、その変化
が起こるメカニズムを明らかにする。

調査方法：
1.個体数と空間分布の季節変化の記録
a.裸地パッチ間で個体数の季節変化は同調しているか？
面積のちがう裸地を 4つ選び、各裸地内に存在するアリジゴクの巣穴を数えた。その
際、巣穴の長径と短径も測定し、さまざまなサイズの巣穴がいくつあったのかが分かる
ようにした。記録は、偶数月の天候が良い日（雨の日にはアリジゴクは巣穴を閉じてしま
う）に各1日ずつ行った。
b.裸地パッチ聞で・巣穴の空間分布パターンは一致しているかう
aで選んだ各裸地内のどの位置に巣穴があったのかを、記録した。その際、巣穴の長径
と短径も測定し、各サイズの巣穴がどこにどう分布していたのかが分かるようにした。
記録を行った日は、 aと同じである。

2.季節変化が生じるメカニズム解明のための調査
まず「裸地内に生息するアリジゴクの個体数と空間分布は、食物であるアリなと、小型節足
動物の出現パターンよって決定されているJという仮説を立てた。そして：
a.各裸地のアリジゴクの巣穴数と、裸地周辺にいる餌動物数の季節変化は同調しているかワ
b.各裸地内で、餌動物が多く捕まるところに、大きな巣穴が多いか？
という 2点を調べることにした。
a.巣穴数と餌動物数の季節変化
l.aで選んだ 4つの裸地内および各裸地から lm以内にいる小型節足動物を数えた。 調査
日は iの調査と同じである。 l.aで調べたアリジゴク巣数とこの餌動物数の季節変化パター
ンが、同調しているかどうかは、 Kendallの順位相関係数とメタ解析で検定する予定である。
b.巣穴の空間分布と餌捕獲効率
l.bで記録された各アリジコク巣穴に、捕獲された毘虫がいるかどうか記録した。また、
裸地内と裸地から 20cm以内にいる餌動物の位置を記録した。調査日は 1の調査と同じで
ある。 lbで明らかにした巣の空間分布の結果と合わせ、餌捕獲効率が高いところに大きな
巣穴が多いかどうかは、カイ 2乗検定と Fishierの正確確率検定、 無作為抽出検定などによ
って，検証する予定である。
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鳥類によって散布される種子の調査

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリセンター）・高橋 剛（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 コナラの林 ミズキの道

調査日 フンの採集： 1992年～1998年

フンの分析： 2_000年2月～3月

種子の同定 ：2000年5月～

調査開始 1995年 次年度 継続 終了予定 2001年

調査目的

メンテナンスフリーの林づくりのための資料として 3 鳥類によって種子散布され
ている植物の種類を明らかにする

調査方法

冬期 J 巣箱をねぐらとして使用するシジュウ力ラのフンを 3 巣箱から集め 1 分析
した また，1年間 3 月に1度2 アスフアルト道路に落ちている鳥類のフンを集め
て分析した

調査結果

シジュウ力ラの冬期のフンからは16種が3 アスフアルト道路のフンからは22種の
種子が 2 確認された なお J まだ同定できていない種子もあるため 3 引き続き同定

を行う

キ ジ の 生 態
調査者 ． 林 焼央 （はやし としを）． 
調査場所 横浜自然観察の森

調査日 2000年 1月5日～2001年 3月31日

調査開始年： 1997年 ｜ 次年度予定：継続 ｜ 終了予定年： 未定
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自然情報収集調査

調査者 来園者3 レンジャ－，ボランティア

調査場所 圏内全域

調査日 通年

調査開始 1986年 次年度 継続

調査目的

自然・ 生物の情報を収集し 3 自然解説 行事3 一般来園者へのサービスとして活
用する． また 3 生物リストを作成する際の資料とする．

調査方法

来園者p レンジャーなど職員3 ボランティアの確認した生物の情報を 3 収集した
．情報は 3 種別 －種名 －確認年月日－確認内容 ・記入者を所定のカードに明記して

もらった．これらの情報を月別に，＊岡別にまとめた．

調査結果

情報はカードに記入し J この力一ドは 3 展示コーナーの自然情報ボードに最新情
報として展ホした後 3 閲覧できるようにファイルした．また 3 情報は入力して蓄積
し， 2000年度版自然情報集を作成して 3 閲覧できるようにした．

鳥類出 現記 録調査

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリセンター）まとめ

調査場所 圏内全域

調査日 通年

調査開始 1986年 次年度 継続

調査目的

環境変化の指標として J 鳥相をモニタリングするには J 月2回のラインセンサス
法だけでは記録できない種があるためs補充調査と して行う また 3 季節の生物情
報として 3 一部の情報を力一ド化し 3 展フ7てする．

調査方法

来園者3 レンジャーなど職員3 ボランティアの確認した鳥類の情報を 3 ほぼ毎日
収集した．集計に際しては 3 これらの情報を月別にまとめ，その月の調査日数あた

りの各々の種の出現日数を求め J 出現率とした

調査結果

79種が確認された（生物リスト参照）
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環境記録写真

浪久裕子 （日本野鳥の会サンクチユアリセンター）

調査場所 圏内11力所

調査日 8月2日

調査開始 1986年 次年度 継続

調査目的

環境の変化を 3 定点撮影による写真で記録する．

調査方法

圏内11力所（調査報告書5参照）で環境を撮影した

移 入 生物記録調査

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリセンター）

調査場所 園内全域

調査日 2000年4月1日～2001年3月31日

調査開始 1998年 次年度 継続

調査目的

人為的に移入した生物を記録しておくことでJ もともと生息していた生物やその

後自然に移入してきた生物に対する人為的規乱を明らかにしておく

調査方法

前年にひきつづき p レンジャー 3 ボランティアへのアンケー卜と聞き取りにより

3 以前に移入した生物のリストを作成した．またJ 2000年度に新しく移入した生物

の記録もリストにした．今年度は3 主に 3 畑の作物について情報を収集した．
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横浜自然観察の森調査報告6(2000) 

花暦・ 2 0 ・O 0年

飯塚清道 ・伊津嘉輿子 ・大橋美智子・金井洋子 ・上村義枝

小泉光吉・高橋剛－高橋睦・高原弘子－高柳す江子 ・中西淳子

畑史子・八回文子 ・林由紀子 ・張間信子・古田理佳 －松田久司

宗森英夫 ・村上拓司・矢追義人 ・山路智恵子 ・篠原由紀子 （まとめ）

（横浜自然観察の森友の会野草プロジェク卜）

＜定例調査のコース〉

毎月第一金曜：センター→モンキチョウの広場→コナラの林→尾根→力シの森→尾根道

→コナラ21→センター

毎月第一土曜：センター→ピクニック広場→ミズキの谷→コナラの谷→ノギクの広場

→へイケポタルの湿地→センター

＜．凡例 ＞

つぼみ ：ム

未熟な実 ：O

葉だけ : <> 

・－ . 
イじ 実

熟した実： .
ム ｜ム大 ｜ ム O ！ 大0・ ｜ ム26
大 ｜ム女o Iム ・ ｜ム／女12 I 大22・
0 ｜ム大0・｜ム 0・ ｜ム16*22I ム大20
.,  0・｜ 女0 ｜ム大16022I ム大020

・／の後は定例調査の日以外の日の記録

例1.一定例調査の自には奮だったが12日には開花を記録した：ム／大12

例2.一定例調査の日には記録されなかったが、 30日には曹を記録した：ム30

－圏内で観察できる場所が限られている植物は種名の右 （） 内に場所を記した

ア：アキアカネの丘 3 オ：尾根道 3 力：カシの森 3 ク：クヌ午、の林3 ケ、、：ゲンγの谷 3

コ：コナラの谷， ス：炭焼き場 3 セ：生態園， j：ノキ、、クの広場， II：畑， t0 : t。クニック広場

－種名の網掛けは生態園で観察できた種

－昨年までの以下の種名を 3 同定しなおし 3 訂正した．

（昨年までの種名）→ （訂正）

↓
 

一ンフサh／ ハ

ナ

ロ

ゼ
ヒ
ア

ツルフジバカマ

→ アメリ力アゼナ

クサコア力ソ → コア力ソ
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ズ
砲
栽
（ハ）

／＼
フ

0
1
6
 
。
。

ム
11
犬
25

イ
イ
グ
サ

ム
大
15
。

0
・
．
 

イ
イ
ギ
リ
（単）

今
師
陣
イ
イ
ギ
リ

ム
六
27

0
1
0
 

イ
ガ
ホ
オ
ズ
キ

ナ
ス

ム
宮崎
／
0
18
女
0
ム
犬
O
。

0
・

イ
タ
ド
リ

タ
デ

6
犬
17
ム
女

六
0
・

0
・
．
 

イ
タ
ピ
カ
ズ
フ

クワ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

熟
し
た
実
の
色

赤 管

茶

黒 簿 里 帰 赤 茶

茶

茶 黒 簿 赤 茶



01
 
∞
 

1壷
名

科
名
4
月
1
,7
臼
5
月
5,
6
日
6
月
2,
3
日
7
月
1,
7
日
8
月
4,
5
日
9
月
1,
2
日
10
月
6,
7
日
11
月
3,
4
日
12
月
1,
2
日
1月
5,
6
日
2
月
2
,3
臼
3
月
2
,3
日

J
タ
"7

＇＂＇：乃
m
r
.

··~
＂－：

：
カ
エ
デ

A
大
28
。
。
。
。
。
。
。

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
（
力
）

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ

t』
l:i.
／
大
10
。
。

0
・

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
1直
栽（
ヴ）
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

大
12

イ
ヌ
ガ
ヤ

イ
チ
イ

ム
23

。
。

ム

イ
ヌ
ガ
フ
シ

ア
ブ
フ
ナ

ム
26

ム
女
3

六
0
ム
大
0
1・2

女
0
・

イ
ヌ
コ
ウ
ジ
ュ

シ
ソ

ム
ヲ
片

ム
女
O

大
0
・

0
・

イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
栂
栽
ヤ
ナ
ギ

ム
＊

0
・

女
24

イ
ヌ
ザ
ク
フ

ハ
フ

ム
17
ム
女
／
0
1
4
。
。

0
・
．
 

イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ

ミ
カ
ン
。
。
。
。
。
．
 

イ
ヌ
シ
デ

カ
バ
ノ
キ
*
 
。
。
。
。
。

0
・
．
 ．
 

ム
女
28

イ
ヌ
シ
ョ
ウ
マ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

D..
 

ム
t与
す町
O
．
 

イ
ヌ
セ
ン
ブ
リ
（
ヴ
）

リ
ン
ド
ウ

D.
.2
6 

ム
ヲ骨

0
・
．
 

イ
ヌ
タ
デ

タ
デ

ム
ヲ
』

D..
食
0
・
ム
犬
0
・

0
・
．
 

イ
ヌ
ツ
ゲ
イ
直
裁
も

モ
チ
ノ
キ

b
l
犬
31
1:i.
夫
／
0
3
0
。
。
。
。
1:i.
犬
0
・
．
 

ム
ヲ
h
・

イ
ヌ
ト
ウ
パ
ナ

シ
ソ

ム
大
2
0

ム
犬

ム
犬
O

女
0
・

0
・

イ
ヌ
ピ
エ

イ
ネ

ム
0
・15
。

0
・－

0
・

0
・

イ
ヌ
ピ
ワ

ク
ワ

ム
ム

ヲh
0
・
．
 
0
・

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

ナ
ス

ム
大
29

イ
ヌ
JJ..
：｝.
早＇
／
て
e
イ
ネ

ム
29

ム
犬

A
女
0
1
7

イ
ネ
ー
ー
轟
‘－ 
.. 
イ
ネ

。
．
 ．
 

姐島

イ
ボ
タ
ノ
ギ

モ
ク
セ
イ

ム
／
犬
24
D..
女
O
。
。
。
。
。

0
・
．
 

1.
P
ハ
モ
ミジ
植
栽
宅
i
カ
エ
デ

ム
女
。
。
．
 
・19
．
 

l:
i.
24
 

，ウ
ク

：イ
ス
カ
タ
：
ラ＇~

·－·
···

·－
ス
イ
カ
ズ
ラ

ム
ヲ
崎

0
1•

3 
．
 

ム
ム
大
1
1

ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ

イ
ネ

す町
。
。

0
・

ウ
シ
ハ
ヨ
~

戸
』，
・・・ー
ナ
デ
シ
コ

女
17
ム
4町

六
0
・
ム
大
0
・

ム
女
O

ム
ヲ
k

女

ウ
ス
ゲ
チ
ョ
ウ
ジ
タ
ヂ
ア
カ
パ
ナ

ム
大
0
1・26
．
 

Jヲ
ν・:
p-
・ア
ゴ
ι

~ •
 ..'l 
ユ
キ
ノ
シ
タ

ム
28

ム
／
央
24
ム
六
O
。
。
。
。
。
。
．
 ．
 

ウ
ド

ウ
コ
ギ

ム
女
／
0
2
6

0
・

0
・

ウ
パ
ユ
リ

ユ
リ

ム
／
大
0
2
9
。
。
。
．
 

ウ
マ
ノ
ミ
ツ
J
¥
 

セ
リ

D..
女

ム
犬
O
。
。
。

0
・

ウ
メ
J
直
裁
、

「，
ハ
つ

。
。

!:i.
*
 

ーウ
フ
シ
マ
グ
ヲ
．
ーー曹司‘’
サ
ト
イ
モ

大
。
。
。
。
．
 ．
 l:i.2
8 

ウ
フ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
キ
ク

D..
大
0
・

0
・
。

ウ
ワ
J
tミ
ソ
ウ
（ヨ）

イ
フ
ク
サ

ム
。
。

ム
2
8

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
フ

／＼＇つ
ム
女
0
2
8
。
。

ム
25

ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ
ギ
植
栽
（ハ
）
ヤ
ナ
ギ

女
25

江
ゴ
ノ
キ
叫、

エ
ゴ
ノ
キ

ム
／
大
19
六
0
。
。
．
 

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

タ
デ

ム
犬
10
ム
女
O
。

エ
ノ
キ
f
二
？
二
ア
て
三
一
ー
レ

l:
i.
26
 
。
。
。
。

0
・

0
・
．
 ．
 

エ
ノ
キ
グ
サ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

7女
。
。

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

イ
ネ

。
0
・

女
0
1
3
。

エ
ピ
ヅ
ル

ブ
ド
ウ

ム
犬

ム
大
O

ム
犬
0
・
D..
女
0
・
．
 

エ
ビ
ネ
、
ー
よ
マ
ー
一
一
フ
ン

夫
3
。

エ
ン
ジ
ュ

マ
メ

ム
15
責
29
ム
女

ム
大
O

大
0
。
。

オ
オ
ア
マ
ナ
園
芸
種
ユ
リ

4町
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

キ
ク

ム
女
1
0
・19
ム
大
0
・
ム
六
0
・
ム
大
0
・
．
 

活~
~

.壬
ヌ

’J
予
ゲ
リ「

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
ム
大
O
ム
大
O

女
0
・
大
O

六
ふ
女
1
0
2
4

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

キ
ク

6
 

六
0
。

0
・
．
 

オ
子
ク
サ
ヰ
E
'

イ
ネ

ム
15
六
27
1:i.
大

1:i.
女
O
。

オ
オ

€2
~ノ
パ
リ

キ
ク

1:i.
大
23
ム
ヲh

木
オ
シ
マ
戸
そ
五
ヲ
ヨ
ー－
－・
－・
ハ
つ

ム
大

0
1

•
11

 
0
・

*
 

ム
六
25

薄
茶

熱
し
た
実
の
色

累 茶 茶 黒 黒 茶 黒 薄
茶

掲
色

紫



8
 

1量
各

科
名

ヰ月
1,
7
日
5
月
5,
6
臼
6
月
2,
3
臼
7月
1,7
日
8
月
4,
5
日
9
月
1,2
日
10
月
6,
7
日
11
月
3,
4
日
12
月
1.
2
日
1月
5,
6
臼
2月
2,
3
臼
3
月
2,
3
日

lオ
オ
ニ
シ
3子
ソウ

ト
ウ
タ
イ
ク
サ

／：
，.
犬
0
2
9
ム
犬
O

六
0

。
0
・

片
方
・
パ
'1
.if
、努
＇＂引

が
岨
モ
ク
セ
イ

/:,.
 
t』
女

。
。

。
。

。
．
 

オ
湾
f~

，~
ず
ミ·

.J直
毅
二

e
二
グミ

。
ム
／
六
24
/:,.
*
 
．
 
。

。
。

牙分
牙汚
：Nョ
ヲ主
一
7

宮
町
オ
オ
バ
コ

ム
大
O

／：
；.
大
0
・
／：；
.
犬
0
・
ム
犬
0
・

／：
；.
犬
O

。
．
 ．
 

ヒ
ゲ

ユリ
ム
19
ム
／
大
10
／：；
.
六
O

。
。

。
。
．
 ．
 

オ
オ
ハ
ノ
ヤ
エ
ム
グ
ラ
（
コ
）
ア
カ
ネ

／：
，.
六
29

。
。
ム
六
O

オ
オ
パ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
植
栽
カ
バ
ノ
キ

0
・
0
・
0
・
0
・

0
・

0
・
ム
0
・
ム
0
・
ム
0
・
ム
．
 

ム
．
 

ム
六
・

オ
オ
ブ
タ
ク
サ

キ
ク

ム
19

／：
，.
六

。
0
・

オ
オ
ム
フ
ザ
キ
極
栽
ツ
ツ
ジ

／：
；.
大
23
t』
→k

オ
オ
ム
フ
サ
キ
シ
キ
ブ
ク
マ
ツ
ヅ
ラ

。
O
/
e
2G
 
．
 

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
フ
植
栽

I
 tフ

大
0
2
3
0
・
15

オ
カ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

シソ
ム
／
六
12
す町
C

。
0
・

0
・

0
・
．
 

オ
カ
ト
フ
ノ
オ

サ
ク
フ
ソ
ウ

／：
，.
／
犬
15

／：
，.
六
O

。
。

。
．
 ．
 

す
iデ
号

＇－
~＂：

：.
：..
.. 
：＇.
＇！.
ーコ
キ
ク

ム
ム

ム
＊

六
0

。
．
 ．
 

オ
ト
ギ
リ
ソウ
（力
）

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

ム『
k

。
六
0

0
・
．
 

オ
ド
ヨ
エ
シ
』
品
切
に
ー
刊
オ
ミ
ナ
エ
シ

／：
，.
／
大
27
ム
大

ム
大
O

0
・

オ：
トゴ
ヨ
rE
椛

~
 

キ
ク

/:,.
 

月~
.！

：；
.ウ
St
λ
ゲ
~

－サ
叩
イ
ネ

／：
，.
犬
O
大
O
．
 

オ
急
グ
：瓜
ミ
ープ
.:.
 __
 ,
 j
 ク
ル
ミ

ム
六
30
*
 

。
。

。
オ
ー
シ
J
¥1
)
 

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

。
。
．
 ．
 

!::. 
ム
t』
＋町

六
オ
ヱ
タ
ぜ
ヲ
コ
プ
ー
.
.,, 
:
 ・i 
キ
ク

ム
大
22
ム
＊

六
0
・
ム
六

芳
一
ド
ヨ
Iコ
』.
..
..
.
~
’
 
ヤ
マ
ノ
イ
モ

t与
す町

4耳
六
O

。
。
．
 

オ
ー
ノ
ゲ
シ

キ
ク

ム
犬
28
ムヲ
片
女
0
・

オオ
ヒ
シ
J
¥
 

イ
ネ

六
0
・
15
*
O
 

0
・

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
（
ヴ
）

1
＼
フ

ム
六
28
／：；
.
六
O

0
・

持
－,!
f
フ
三
五
ヲ
ミ
ご
二
．
ナ
ー
．
「
セリ

、ム
六

0
・
．
 

オ
フ
ン
ダ
ガ
フ
シ

ア
ブ
、フ
ナ

A
六
21
ム
犬
O
六
0
・

0
・

オ
フ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
ナ
デ
シ
コ
ム
六
16
ム
六
O
六
0
・

カ
エ
デ
ド
コ
ロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ム
ヲ
向
。
．
 

好
都

fモ
‘•.

•..
 ：~

. 
J
；士
一
）ガ
ガ
イ
モ

ム
＊

ム
大

。
．
 

カ
キ
ド
オ
シ

シソ
ムヲ
片
9
*
 

ム
夫
24

カ
キ
メ
三
日
直
裁
主
J
カ
キ
ノ
キ

ム
／
決
27

。
。

。
。

。
．
 

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
1盛
栽
ユ
キ
ノ
シ
タ

t』！
セ

。

カ
ク
ド
ヲ
材
戸
・
－
＝
－
－
:i
シ
ソ

／：，
.・
セ

カ
ク
レ
ミ
ノ
植
栽

ウ
コ
ギ

ム
30

ム
ム
犬

。
。

。
0
・

カ
シ
ワ
パ
ハ
グ
マ

キ
ク

ム
ム

ム
I』

／：
；.
女

。
0
・
．
 ．
 

カ
ゼ
ク
サ

イ
ネ

ム
ム
ヲh
ム
大
O

ムヲ
t

犬
0
．
 ．
 

力
12
.Q
'J
印）
乱ー

•..
. 
ユリ

ム
ム
大
24

ブJ
卸
1ミ
間
二
一
カタ
1
＼
ミ

大
－ 13

*
O
 
六
0
6
.
*
0
 
ム
犬
O
ム
女
O

-}
J-
j・
ビ
キ
、
ノ
ウ
（
／
）
ビ
ャ
ク
ダ
ン
ム
22
ム
六

六
0
・

0
・

0
・

カ
ナ
ム
グ
ラ
ー
が
日
も
こ
珊
クワ

／），
.大
19
ムヲ
h

。
。

カ
ニ
ツ
リ
グ
サ

イ
ネ

ム
0
・

五カ
モ三

ガ~
ヤど
a
＂＂
~ 

~－~
d 
ス
イ
カ
ズ
ラ
6
1
 G
 
／），.
／
女
15
女
O

。
六
0

。
．
 ．
 ．‘
 

イ
ネ

6.
B 
/:;.*
 

0
・

カ
C
E
＇／.
ゲ
・ti
.：一
？
；ー
コ』
ぶ
イ
ネ

l::
i.2
9 
ム
央
14
4町

六
0
・

力
ヤ

イ
チ
イ

六
12

カ
ヤ
ツ
リ
ク‘
サ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

。
カ
フ
ス
ウ
リ

ウリ
!::..
*
 
！：：
..
大
O

0
・

0
・
．
 ．
 

カ
フ
ス
ザ
ジ
シ
忌
サ
’て
・,1
ミ
カ
ン

ム
ム
／
大
15
ム
大

。
0
・

0
・
．
 ．
 ．
 ．
 

カ
フ
又
ノ
：
E
こ1
ほう
．二
で：
“
j
マメ

ム
大
ム
大
O

0
・

カ
フ
タ
チ
植
栽
（
ハ
）

ミ
カ
ン

b,
.*
16
 
。

。
。

熱
し
た
実
の
色

赤 英
軍
茶
背 黒

下
毛 茶 茶 茶

茶

茶 薄 薄
茶

薄
茶

す干
、

赤 黒 褐



キ
童
名

料
名
4
月
1.7
日
5
月
5,
6
日
6
月
2,
3
日
7
月
1.
7
日

カ
ラ
ム
v.
・：：ふ
J

イ
フ
ク
サ

カ
ワ
フ
ス
ガ
ナ

力
ヤ
ツ
リ
グ
サ

カ
ワ
ラ
ナ
.:
fシ
ョ
．
ナ
デ
シ
コ

ム
大
18

カ
ワ
フ
ヨ
モ
ギ
（／）

キ
ク

カ
ン
ガ
レ
イ
徳
栽

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

六
22
六
0

ガ
ン
ク
ピ
ソ
ウ

キ
ク

カ
ン
ト
ウ
カ
ン
ア
オ
イ
ウ
マノ
ス
ズ
ク
ザ
。

カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ

キ
ク

ヲ蛇
ム
大
O

カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ

キ
ク

キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
植
栽
（セ
）
キ
ク

キ
ク
1
＼
ド
コロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

t』
4町

キ
ジ
ム
シ
口
Ch
)

ハ
フ

ム
ヲー

キ
シ
ョ
ウ
ブ
‘

ア
ヤ
メ

女
17
。
。

キ
ダ
チ
コ
ン
ギ
ク

キ
ク

キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ

キ
ク

キ
ヅ
タ
1・
A

ウ
コ
ギ

0
・

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
植
栽
（ヴ
）
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
（オ
）
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ム
犬
0
1
0
女
0

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

キ
パ
ギ
ー
“
一

マメ
ム
／
犬
27
D.
犬

キ
ブ
シ

・' 
キ
ブ
シ

女
／
0
2
9
。
。
。

キ
ュ
ウ
リ
ク
、サ

ム
フ
サ
キ

D.
大
26
ム
大
O

ギ
ョ
ウ
ギ
シ
パ

イ
ネ

＋町

。3 トd』
キ
ラ
ン
ソ
ウ

シソ
ム
，t

女
0

キ
レ
パ
ノ．
ブ
ドウ
（セ
）
ブ
ドウ

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

イ
ネ

キ
ン
カ
ン
1直
裁（
／＼
）
ミカ
ン

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

I¥・ 
づ

ム
大
29

キ
ン
モ
ク
セ
イ
植
栽
モ
ク
セ
イ

キ
ン
フ
ン

フ
ン

ム
大
。
。

ギ
ン
フ
ン
．．

白・
、．
フン

企
大
19
ム
大
O
。
。

ク
サ
イ

イ
グ
サ

ム
， t
0
 
六
0

0
・

ク
サ
イ
チ
ゴ

．
 
ハ
e
フ

ム
ヲh

六
・

ク
サ
ギ

ク
マ
ツ
ヅ
フ

ム
犬
29

ク
サ
ボ
タ
ン
（力）

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ク
サ
ヨ
シ

イ
ネ

ム
穴
2
7

オk
．
 

ク
サ
レ
タ
マ
植
栽
（へ）
サ
ク
フ
ソ
ウ

ム
ム
ヲk

ク
ズ

•.
• ,; •

• 
‘
 

• 
J
 

• 
マメ

6
*
2！百

ク
ス
ノ
キ
抱
栽

ク
ス
ノ
キ

ム／
大
19
。
。

ク
ヌ
ギ
植
栽
も

ブ
ナ

D.
大
29

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ

ミ
ズ
キ

ム
ム／
犬
8
。

ク
マ
ヤ
ナ
主
：
．
い
也
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ

D.
*
 

ク
フ
ヲ
I
ザ
，

マメ
ムヲ
崎
。

ク
リ
値
栽
も

ブ
ナ

＋町
0
2
8
 

ク
ロ
ガ
ネ
モ
予
植
栽
｛セ
）
モ
チ
ノ
キ

大
O
。

ク
ロ
マ
ツ
樋
栽
も

マ
ツ

ム
／
大
14
。
。

ク
ロ
モ
ジ

ク
ス
ノ
キ

ムヲ
t
。
。

クロ
ーヤ
ツ
シ
ロ
フ
ン

フノ
ク
ワ
ク
サ

クワ
ケ
イ
ワ
タ
J
tコ

イ
ワ
タ
1
＼
コ

ム
27
6
／
犬
10
ム
大
O

ケ
カ
マ
ツ
カ
，

／＼
フ

ム
28
D.
*
 
。
。

8
月
4,
5
日
9
月
1,
2
日
10
月
6,
7
日

ム
27
t』
イk
。

ム
0
・

ム
大
／
0
2
7

．
 

ム
ム

6
 

大
O
。

0
・

ム
／
大
22
ム
女

大
O

ム
大
26

*
 

ム
大

。
大
0
1
1

ム
26

0
2
6
 

ム
ム
六
O

0
 

。
ム
六
19
ム
大
O

大
0
・

ム
六
O
ム
大
O

女
O

。
。

D.
 
0
・

0
・

0
・

ム
女
O
ム
大
O
大

0
・

大
O
。
。

ム
夫
O
ム
責
O
ム
夫
O
ム
大

。
0
・

0
・

ム
央

D.
女
O
ム
女
0
・

ム
26

ム
，t

。
。

．
 

D.
央

ム
六
O

犬
O

。
。
。
。
。
。
。

*
O
 
0
・

0
・

．
 

。
。
。
。
。

。
0
・

0
・

ム

ム
六
13
ム
六
O

。

11
月
3.
4
日
12
月
1,
2
日

0
・

．
 

．
 

ム
ヲh
。

．
 
．
 

．
／
犬
26

．
 

4町
*
 

6
*
23
 

0
・
26 。
。

六
0
・

0
・

。
。

ム
．
 
ム
．
 

0
・ 。
。

大
0
・

0
・

．
 

．
 
．
 

．
 
0
・
0
・

0
・
・
地
面

．
 
0
・

ム
ム

・
26
0
・

0
・

．
 

1 月
5,
6
日
2
月
2,
3
臼

．
 
．
 

．
 

*
 。
。

ム
ム

．
 

．
 

．
 
．
 

ム

3月
2,

3日
I~ 熟
し
た
実
の
色

褐 ll
 

~~
 

ム
女
25 。

6
女
／
0
3
1
茶

ム
大
28

ム
六
青
紫

茶 紺 黒
に
金
色
の
毛

黒 赤
ム
0
・

ム
大
25



σ3 l¥? 

後
名

科
名

ケ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

究
室
長
夕
刊て
:・"
.;:
:-
－・
コ
カ
ヤ
ツ
リ
ク
サ

ケ
マ
ル
パ
ス
ミ
レ
（
ゲ
）
ス
ミ
レ

ケ
ム
フ
サ
キ
ー
ガ
ナ
キ
ク

グ
ヤ
キ
イ
直
裁
主
F

ー
レ

今壬
"1
・：マ
l!J
ン
ズ
者
1直裁
；（
il!)
カ
バ
ノ
キ

主ケ
主ン

ノ
.~3

1フ
コ~

＝－
へ

;j
｛
ナ
シ

フ
ウ
ロ
ソ
ウ

ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ

コ
ア
カ
ソ

イ
ラ
ク
サ

コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
（
へ
）
イ
グ
サ

ミウ
~＇

／
I〕
渋

＂.
－__ 
ー
＂岨－
キ
ク

コ
ウ
ヤ
；
j｛
ウ
キ

キ
ク

コ
ガ
マ
1直
裁
も

ガ
マ

ロ
ク
サ
ギ
J

ミ
カ
ン

当
:i

f）
（
~
少
ジ
当
え
て
：
」
宵

j
ハ
づ

コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

:l
智
)t
ス
タ
‘今
－：：：
r.
；・
，＿
』
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

コ
シ
オ
ガ
マ
（
／
）

ゴ
マ
ノ
ハ
ク
ザ

コ
ス
ミ
レ

ス
ミ
レ

コ
ス
モ
ス

キ
ク

ゴ
Eゼ
ン
ダ
Lえ

＇1'
サ
J

二塁＇
.＇；

；，~
，キ
ク

コ
ナ
ス
ビ

サ
ク
フ
ソ
ウ

コ
ー
芳
ラ
1直
裁
も
一
ブ
ナ

コ
ー
シ
キ
ソ
ウ

卜
ウ
ダ
イ
グ
サ

コ
I
¥コ
ペ

ナ
デ
シ
コ

コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

ス
イ
カ
ズ
フ

コ＇
－＇
λ
＆
~ヲ
ナ
ミ
ト
ー
ニ：
ン
ソ

コ
ヒ
ル
ガ
オ

ヒ
ル
ガ
オ

コ
ブ
シ
1直
栽
も

モ
ク
レ
ン

コ
ブ
ナ
グ
サ

イ
ネ

コ
マ
ツ
ナ
ギ

マ
メ

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

ア
カ
パ
ナ

コ
マ
ユ
ミ
値
栽

ー
シ
キ
ギ

コ
〆
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ

マ
メ

コ
メ
ヒ
シ
J
¥
 

イ
ネ

コ
~
守

主！
？
五：

：L':
t~
ン
す

4;
F（
セ）
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

ゴ
ン
ズ
イ

ミ
ツ
パ
ウ
ツ
ギ

サ
イ
ハ
イ
フ
ン

フ
ン

サ
サ
ガ
ヤ

イ
ネ

サ
サ
パ
ギ
ン
フ
ン

フ
ノ

サ
宅
P
V
芳

，：徳
裁
ム~

－－
－
~J

 ツ
バ
キ

サ
ジ
ガ
ン
ク
ピ
ソ
ウ

キ
ク

ザ
舛
よj
直
毅

ツ
ツ
ジ

ザ
ト
ザ
ク
フ
1直
栽

J
、フ

サ
ネ
カ
ズ
ラ

モ
ク
レ
ン

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

rl;
hjl
Ji
卜
1』辛
子ヌ
ヨ＇.
.
.
Jユ
リ

サ
ル
ナ
シ

マ
タ
タ
ピ

サ
ン
カ
ク
イ
植
栽

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

サ
J
カ
ク
す
jし
，
 
ブ
ド
ウ

• ．
‘・・’
.，，、

サ
ン
ゴ
‘ジ
ュ
1直
栽
（ハ）
ス
イ
カ
ズ
フ

4
月
1,
7
日

／：
：，
.
夫
17
下崎

ム
大
16 ．
 

ム
六
30

ム
／
六
9

ム
26

ムヲ
崎

ム
16

ム
犬
0
・

ム
大
26
ム
犬
16

*
 

6.
16
 
6
.
*
2
8
 

ム
28

，
 

ム
大

t』
＋町

5
月
5,
6
日
6
 Fl 
2,
3
日
7
月
1.
7
日

／：
：，
.
犬
O
大
0
・
六
0
・

。
0
・

ム
10
ム
六
0
・

。
。

。

0
・
0
・

0
・

6
.
*
3
0
 
E』
4町

／：
：，
.
犬
20
六
0

0
・

ムヲ
h

／：
：，
.
六
0
・
ム
犬

ム
女
15

。
。

。
ム
六

。
。

．
 

？女

E』
＊

大
19
六

4町
。

。
。

六
0
女
O

。
ム
大
O

。
0
・

六
30
ム
＊

ムヲ
片

ム
六

大
24
ム
穴

4町
六
11

。
ム
六

六
0
・
六
0
・

ム
／
六
12
すて
O

フh
。

ム
12
六
24
女

六
10

。
。

。
／：
：，
.
／
犬
28

ム
六
31
ム
＊

六
央

。
。

。
ム
12
/
大
27
／：
：，
.
大
／
0
1
5
。

ム
六
31

央
O
六
0

ム
ム／
犬
15

。

8
月
4,
5
臼
9
月
1,
2
日
10
月
6,
7
日

犬
0
・

。
。

。
。

0
・
．
 

ム
0
・

ム
女

ム
六
O

六
0
・

ム
六

。
。

ム
夫
26
ム
六

。
。
．
 

。
。

。
。
L'
l.
19
 
．
 

六
0
2
6

。
ムヲ
片

ム
女
0
・
ム
夫
0
・
ム
大
0
・

。
。

0
1・26

ム
犬
17
ム
六
O

0
2
0
 

．
 0・

0
・

*
'
 
ヲ向

。
。

。
ム
26

ムヲ
片

ムヲ
崎

L'l.
犬

ム
犬
O

ム
4町
。 4町
。

0
・
．
 

ムヲ
片

。
。

ム
O

／：
：，
.
犬

。

六
／
0
1
9
ム
六
O

ム
t
』

L'l.
 
。

。
。

。
ム
六
O

0
・

0
・
．
 ．
 

11
月
3.
4
臼
12
月
1,
2
日

。

/::,. 
0
・
六
0
・

0
・

。
．
 

六
0

。
．
 ．
 

。
．
 
．
 

ム
犬
0
・
ム
六
0
・
・地函 ．
 

0
・

0
・

0
・
0
・
。

．
 ．
 

0
・ ．
 

0
・

ムヲ
崎
．
 

0
/
1・26

0
・

A
央

0
・
．
 

0
・

0
・
．
 ．
 

1月
5,
6
日
2
月
2,
3
日

ム
．
 
．
 ．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 ．
 

ム
ム

4町

．
 3
月
2,
3
日

ム
六
11
ム
大
28

6
.
*
2
8
 

ム
女
20 ．
 

六
0

ム
六
24

ム下
旬
28

熟
し
た
実
の
色

黒 薄
茶

簿
茶

~
 

f実 朱
赤 f' 黒 褐
色

赤 赤



。 ~ 

4重
名

科
名
4
月
1,
7
日
5
月
5,
6
日
6
月
2,
3
日
7
月
1,
7
日
8
月
4,
5
日
9
月
1,
2
日
10
月
6,
7
日
11
月
3.
4
日
12
月
1,
2
日
1月
5,
6
日
2
月
2,
3
臼
3
月
2,
3
日

分
以
芝
ヨ
9

今·
－~
:. 
'.
.J
 
ミ
カ
ン

!:
::
.*
 

。
シ
オ
デ

ユ
リ

t』
＊

*
 

。
。

．
 

．
 

之lシ
之ナ
立ダ
ドレ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
セリ

ム
大
9

ヲー
。

0
・

．
 

．
 

イ
ネ

ム
＊

。
ン
ハ

イ
ネ

女
14

。
ム
大
0
・

シ
パ
ヤ
ナ
ギ

ヤ
ナ
ギ

ム
大
O

0
・

ム
11
大
25

シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

イ
ネ

t:,.
犬

大
0
・

。
0
・

0
・

0
・

シ
ャ
ガ
植
栽

ア
ヤ
メ

ム
夫
ム
大
／
0
1
4
。

ジ
ャ
ケ
ツ
イ
1
＼
フ

マ
メ

大
11

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

ユ
リ

ムヲ
h

。
。

。
。

．
 

．
 

．
 

シ
ュ
ウ
ブ
ン
ソ
ウ

キ
ク

t』
＊

大
O

0
1・2(

．
 

シ
ュ
ロ

ヤ
シ

．
 
・26

．
 

シ.
:i
主〉ゲ
5ガ1車
反ヤ
整片
直L
裁
も
フ
ノ

ム
／
犬
21

ン
フ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

ム
。

。
。

。
ン
フ

イ
ネ

ム
／
大
10
女
O

ツ
ヨ
丸
焼
也
に
亡
d
:i 
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
女
29
女
O

。
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク

キ
ク

ム
ム
／
女
26
ム
女

4町
．
 

~
θ
ニ）

＇：
＇.

：＇
~~

 -
1.~

｛~－
－－ 
フ
ン

ム
16
ムヲ
h

！：：
：.
大

。
シ
ロ
ザ

ア
カ
ザ

女
0

0
・

シ
ロ
ダ
モ

ク
ス
ノ
キ

。
。

。
。

。
!:::. 
0
 
ム
0
・
ム
大
0
・

．
 

シ
ロ
＇Ui
il
i:
ず
1直
裁
可
当
汁
マ
メ

ム
大
23
ム
大
ム
大
O

大
O

／：
：，
.
大
0
・

シ
ロ
パ
ナ
ヲ
ン
ポ
ポ
姐
裁
も
キ
ク

！：：
：.
大

大
0
1・28

シ
ロ
J
tナ
ハ
ン
、
ン
ョ
ウ
ヅ
lレ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
ム
女
16
4町

。
シ
ロ
ヨ
メ
ナ

キ
ク

ムヲ
k

ム
ム
女

ム
女
ム
大
O

．
 

．
 

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

ユ
リ

A
大
15

ス
イ
カ
ズ
ヨ
品

ス
イ
カ
ズ
ラ

ム
／
犬
24
/:
:,
.*
 

。
。

。
0
・

0
・

ス
イ
ゼ
ン
）

掴
J

司
i
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

*
 

！久：~
拡~ぽキ植ア
栽一l

：.丈一J島
i：；町プ

：~世＇＇..
.＇~~司タ
デ

ム
17
ム
大
O

0
・

ス
ギ

0
・
。

。
。

ム
0
ム
．
 
ム
．
 
ム
．
 

~
 
．
 
ムヲ
k
．
 

イ
ネ

!:::. 
ム
大
O

．
 

．
 

ス
ズ
メ
ウ
リ

ウリ
ム
大
O

ム
19

0
・

0
・

．
 

．
 

ス
ズ
メ
／
:t
i~
li
B
団
イ
ネ

大
20
ムヲ
h

。
？女

ム
大
2
4

ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ

イ
ネ

ム
夫

．
 

ス
ズ
メ
ノ
7
ツ
ポ
ウ
（
i')
イ
ネ

ム
央

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

イ
ネ

。
久
;i{
l-.
ノ
流
！91.
..
・
一
担
V
イ
グ
サ

女
。
大
0
・

．
 

ム
六
25

ス
筑
5え
m隊
樋
殺
生
r

＂＂
~·

 
ブ
ナ

ム
大
14

。
。

。
。

0
・

ム
0

ス
ハ
マ
ヲ
ヲ
h

s
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

大
O

！：：
：.
大
／
0
2
8

セ
イ
タ
jj-
Y,.
，＇）
タ
ヲ
ツ
Eヲ
ー
キ
ク

~
 

！：：
：.
女

！：：
：.
夫
O
ム
女
0
・ ム
大
0
・
ム
．
 
．
 

セ
イ
パ
ン
モ
ロ
コ
シ

イ
ネ

女
0
2
7

大
O

。
ゼ

d'
ヨ
哀

§f
ニ~

;f
{ポ

二
町
キ
ク

大
12
ム
大
0
・
犬
0
・
女
．

4町
女
28

セ
キ
シ
ョ
ウ
樋
栽

サ
ト
イ
モ

ム
犬
23

。
セリ

セリ
ム
／一
六
18
 
犬
O

。
jゼ
ン
4
主主
＇:J.. t
fi:
 .. 

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

6
1大
15
ム
大
O

0
・

．
 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
摘
裁
も

／＼
＇づ

／：
：，
.
大

0
1・11

0
・

t:
:.
*2
4 

タ
q
ァそ
fミ
’叩
二

4・
キ
ク

ム
！：：
：.
女

！：：
：.
女
O

女
0
・

．
 

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ

／＼
フ

！：：
：.
犬
22
ム
犬
O
ム
女
O

女
O

*
O
 
女
0
・
大
0
・

タ
カ
サ
ブ
口
ウ

キ
ク

ム
女
0
・

タ
コ
ノ
ア
シ
植
栽

ユ
キ
ノ
シ
タ

ム
女

ム
犬
O

0
・

．
 

．
 

．
 

タ
シ
ロ
ラ
ン

フ
ン

ヲk
タ
デ
イ
ヌ
.J..
ヲ
ゲ
J)

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

／：
：，
.
大
ム
女
O
t:
,.
* 
0
・

／：
：，
.
六
0
2
8

茶
茶 灰熟
し
た
実
の
色

赤 ？骨 茶 赤 薄
茶

泉 緑
で
も
完
熟

薄
茶

茶



。 ゅ

樋
名

科
名
4
月
1,
7
日
5
月
5,
6
日
6
月
2,
3
日
7
月
1,
7
日
日月
4,
5
日
9
月
1,
2
臼
10
月
6,
7
日
11
月
3,
4
日
12
月
1,
2
日
1
月
5,
6
日
2
月
2,
3
日
3
月
2,
3
日
11

｜生
チ
カ
毛
ジ
ク
サ

ィ享
・15
．
 

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

ス
ミ
レ

ム
犬

女
0
。
。
。
。
。

ム
六
16

タ
ー
ウ
ツ
ギ
植
韮
，
ス
イ
カ
ズ
フ

!:
:.
.*
 
。
。
。
。
。

タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ

ア
ブ
‘
フ
ナ
念
大
0
1・2
夫
O

ム
犬
O

夕
立
歩
主
H
直
裁
も
ーマ
引，
.j
ク
ス
ノ
キ

ム下
旬
14
。

タ
マ
ア
ジ
サ
イ

ユ
キ
ノ
シ
タ

ム
29

ムヲ
崎

！：：
..
女
O
ム
夫
O
。

0
・

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

！：：
..
下旬
19
。

0
・
・26

タ
フ
ノ
キ

ウ
コ
ギ

ム
17

六
0

チ
f
j
~
-
＿，七
品岬・
.
-
イ
ネ

ム
大
22

六
0
・
．
 
大
13
．
 
0
・
．
 ．
 ．
 

チ
カ
フ
シ
パ

イ
ネ

ム
大

ム
六
O

0
・

0
・
．
 

ヲミ
ヲミ
ミザ
J唱え
了
二
二
二
lイ
ネ

ム
犬
22
ム
女
O

0
・
．
 

チ
ド
メ
グ
サ

セリ
女
0

0
・

チ
ャ
ノ
キ
植
栽

ツ
バ
キ
．
 。
。
。

ム
O
ム
犬
0
・

ツ
ク
パ
ト
リ
カ
ブ
ト
？
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

大
19

議事
亙
J
ス
イ
カ
ズ
ラ

ム
大
O
。
。
。
。
。
。

ツ
ツ
ジ

ムヲ
荷

ヲ向
ツ
バ
キ

!:
:.
.*
 
*
 
。
。

ム
ム

！：：.
.
六
!::
..*
 
ム
六
ム
大

セリ
六
10
。

ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
オ
）

ス
ミ
レ

六
28
A
大

ツ
メ
ク
サ

ナ
デ
シ
コ

大
19
女
0
六
0

院'J
主リヲ

宅f子オ
ザ議十
ン一~

…i
-
]
 ツ
ユ
ク
サ

下h
女
0
・
ム
大
O

女
0
・

0
・

牢
:.r
-.
二ー
キ
キ
ョ
ウ

！：：.
.
大
20

A
大

！：：
..
犬
O

ツ
リ
パ
ナ

ー
シ
キ
ギ

！：：
..
犬
／
0
3
1
。
。
。
0
1・26
．
 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
植
栽
も
（
ゲ
〕
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

A
女
26
ム
犬
O

六
0
・

~！
｝.

／日
ヲ
メ
ヨ
ミ
ド
キ
酎

u
在
ー
シ
キ
ギ

0
?
 
。
。
。

六
0
。
．
 

ツ
j印
ノ
抑
ヲ
＇
i
.：：
：＂，
構
J
オミ
ナ
エ
シ
ムヲ
向
ム
六
O

0
・

t::
..2
4
犬
28

主ツ」
ル！：

－~ニZ
ンミージ

ン同
一
九
一
二
I
クミ
。
。

A
六
26
ム
六
。
。
。

キ
キ
ョ
ウ

，
 

ム
／
犬
0
2
6
女
0

0
・

ツ
ル
フ
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撹浜自然観察の森調査報告6 (2000) 

月別圏内鳥類出現率 （%） (2000年4月から2001年3月）
空白は， 0.0を示す

No 科名 種名 出現率%
4月 5月 6月 I7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1ウ カワウ 3.3 18.5 
2サギ ゴイサギ 3.4 

3サギ ダイサギ 3.3 
4サギ コサギ 10.0 4.0 
5サギ アオサギ 7.1 3.4 3.4 3.3 3.3 3.4 
6ガンカモ オシドリ 6.7 20.0 10.3 13.3 6.7 呂.0

7ガンカモ マガモ 3.3 

8ガンカで カルガモ 17.9 3.4 3.4 3.3 6.9 7.4 

9ガンカモ コガモ 7.1 3.3 

10ガンカモ ヒドリガモ 8.0 

11ワシタカ ハチクマ 3.4 3.3 

12ワシタカ トビ 85.7 75.9 58.6 76.7 66.7 51.7 80.0 80.0 96.0 100.0 88.9 93.1 

13ワシタカ オオタカ 3.6 3.4 10.3 6.7 10.0 4.0 8.0 
14 ワシタカ ツミ 3.4 
15 ワシタカ ／＼イタカ 3.3 8.0 8.0 
16 ワシタカ ノスリ 3.3 10.0 20.0 28.0 14.8 3目4
17 ワシタカ サシパ 6.9 10.3 

18 ハヤブサ チゴハヤブサ 3.3 
19 ハヤブサ チョウゲンポウ 6.9 3.3 4.0 
20 ー－「Jユ、ノ． コジュケイ 96.4 89.7 86.2 86.7 83.3 65.5 80.0 70.0 72.0 96.0 70.4 89.7 

21 キジ キジ 82.1 75.9 65.5 40.0 16.7 27.6 16.7 23.3 8.0 8.0 18.5 34.5 

22 I＼ト キジバト 67.9 75.9 65.5 53.3 43.3 55.2・73.3 70.0 68.0 84.0 70.4 86.2 
23 I¥ト アオバト 3.3 

24 ホトトギス ホトトギス 3.4 93.1 66.7 13.3 

25 フクロウ フクロウ 7.1 3.4 7.4 
26 アマツバメ ヒメアマツJTメ 3.4 3.3 3.4 3.3 4.0 4.0 
27 アマツバメ アマツバメ 10.0 

28 カワセミ 力ワセミ 17.9 20目7 17.2 26.7 23.3 6.9 13.3 23.3 20.0 20.0 

29 キツツキ アオゲフ 53.6 24.1 13.8 36.7 30.0 10.3 20.0 23.3 8.0 16.0 11.1 3.4 
30 キツツT アカゲフ 20.7 
31 キツツキ コゲフ 67.9 62.1 34.5 40.0 23.3 40.0 36.7 56.0 68.0 70.4 72.4 

32 ツI＼メ ショウドウツ／＼メ 3.3 

33 ツI＼メ ツ11メ 28.6 51.7 37.9 46.7 46.7 6.9 

34 ツI＼メ コシアカツバメ 3.4 3.3 10.3 

35 ツjTメ イワツI＼メ 3.4 3.3 3.4 

36 セT レイ キセキレイ 3.6 13.8 3.4 6.7 6.7 8.0 

37 セキレイ J ＼クセキレイ 25.0 13.8 6.9 6.7 10.0 10.3 16.7 10.0 12.0 48.0 22.2 20.7 

38 セキレイ セグロセキレイ 3.3 18.5 

39 セキレイ ビンズイ 3.3 

40 サンショウクイ サンショウクイ 3.6 100.0 

41 ヒヨドリ ヒヨドリ 100.0 96.6 79.3 96.7 60.0 72.4 90.0 93.3 52.0 100.0 100.0 96.6 

42 てズ モズ 21.4 3.4 3.3 17.2 93.3 76.7 36.0 44.4 51.7 

43 ヒタキ ルリピタャ 6.7 4.0 8.0 3.7 

44 ヒタキ ジョウビタキ 3.3 10.0 4.0 24.0 37.0 3.4 

45 ヒタT トフツグミ 6.7 7.4 3.4 

46 ヒタキ クロツグミ
47 ヒタキ アカハフ 21.4 10.0 4.0 36.0 37.0 17.2 

48 ヒタキ シロハフ 39.3 3.3 8.0 52.0 48.1 41.4 

49 ヒタキ マミチヤジナイ 3.3 

50 ヒタキ ツグミ 21.4 10.0 12.0 28.0 81.5 65.5 

51 ヒタキ ヤプサメ 28.6 10.3 3.4 
52 ヒタキ ウグイス 100.0 100.0 I 96.6 100.0 60.0 16.7 53.3 76.0 76.0 70.4 93.1 

53 ヒタキ センダイムシクイ 7.1 3.4 3.3 

54 ヒタT セッカ 3.6 

55 ヒタキ キビタ寸 3.4 10.0 
56 ヒタキ オオルリ 14.3 31.0 3.3 

57 ヒタT ｜エゾビタT 6;9 3.3 I 
58 ヒタT コサメビタキ 13.3 

59 ヒタキ サンコウチョウ 3.3 

60 エナガ エナガ 46.4 24.1 6.9 6.7 3.3 13.8 13.3 16.7 16.0 40.0 22.2 13.8 

61 シジュウカフ ヤマガフ 67.9 55.2 37.9 13.3 13.3 34.5 40.0 26.7 28.0 28.0 37.0 62.1 

マo



No 科名 種名 出場率%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
62 シジユウカフ シジュウカフ 92.9 93.1 65.5 66.7 46目7 55.2 76.7 66.7 76.0 100.0 85.2 96.6 
63 メジロ メジロ 85.7 79.3 55.2 63.3 63.3 34.5 50.0 56.7 72.0 84.0 85.2 75.9 
64 ホオジロ ホオジロ 78.6 62.1 75.9 80.0 50.0 13.8 46.7 56.7 52.0 48.0 55.6 55.2 
65 ホオジロ カシフダカ 3.3 6.7 4.0 8.0 
66 ホオジロ アオジ 50.0 3.3 73.3 84.0 自8.0 77.8 62.1 
67 ホオジロ クロジ 7.1 6.7 4.0 
68 アトリ アトリ 3.3 
69 アトリ カワフヒワ 14.3 10.3 13.3 3.4 6.7 20.0 14.8 10.3 
70 アトリ ウソ 13.3 4.0 4.0 
71 アトリ イカル 10.7 
72 アトリ シメ 35.7 3.4 16.7 20.0 11.1 13.8 
73 ｝＼タオリドリ スズメ 92.9 100.0 100.0 96.7 93.3 96.6 100.0 90.0 100.0 100.0 92.6 96.6 
74 ムクドリ ムクドリ 25.0 55.2 34.5 16.7 3.3 6.9 36.7 16.7 12.0 8.0 25.9 3.4 
75 カフス カケス 3.6 3.3 3.3 6.9 
76 カフス オナガ 6.9 3.3 
77 カフス ハシポソガフス 10.7 17.2 6.7 6.9 3.3 16.7 12.0 8.0 18.5 3.4 

78 カフス ハシブトガフス 89.3 86.2 79.3 80.0 96.7 96.6 100.0 90.0 100.Q 96.0 88.9 96.6 
79 * J＼ト ド，，ト 6.9 10.0 13.3 13.8 6.7 3.3 8.0 20.0 
80 ワシタカ J＼イタカつ 3.3 
81 ツ，，メ ツ，，メsp. 6.9 

82 ヒタキ ジョウビタキ？ 3.3 
83 ヒタキ アカハフ0「シロハフ 12.0 

84 ヒタキ ツグミsp. 3.4 
85 ヒタキ 大型ツグミsp. 3.6 20.0 20.0 3.4 

71 







廿ー－ － 



－投稿される方ヘ・

横浜自然観察の森では3 レンジャ－，ボランティア 3 研究者3 大学生など多くの人によって3 各種

の調査が行なわれています．そこで2 日本野鳥の会レンジャーがこれらの結果を年に1度調査報告書

としてまとめ 3 調査活動3 自然解説を行なうよでの資料として活用できるようにしています．つきま

しては，下記の要領で調査の報告を提出して下さいますよう，お願いいたします．

調査報告書の目的：：：：：：：：：：：：：；横浜自然観察の森で行われているすべての調査活動・調査項目・調査場

所・調査者のリストアップと，調査により得られた情報の公開 3 共有．

投稿内容：：：：：：：：；：：：；：：横浜自然観察の森または円海山緑地に関わる調査3 および横浜自然観察の森のポラ

ンティアが行った調査（他の場所でもOK）の活動報告とその結果． 生物や自然だけでなく 3 ア

ンケー卜調査，自然解説の手法の効果測定なども対象とします.2000年度の調査だけでなく，過

去の調査の報告でもかまいません．

形式；：；；；；；三日：；： 「かんたんな報告」と 「くわしい報告」の2種類ありますどちらか一方をお書き下さい．

〆切：三三：：三金002年 3用15日｜当日が調査期間中等にあたり s提出が難しい方は，ご連絡ください．

投稿先 ・問い合わせ連絡先：：：：．：；：；：日横浜自然観察の森 〒247 横浜市栄区上郷町1562-1

TEし：04 5 -8 9 4 -7 4 7 FA×： 045-894-8892 

ご不明な点はお気軽に 藤田（調査報告書担当レンジャー）まで

｜「かんたんな報告 lの書き方｜

1 .次ページの書式に沿って 3 全ての項目に記入できない場合は3 書ける項目だけ記入して下さい．

→ 2001年度に行った調査については， 太枠の中だけ記入するのでも構いません．この場合 3 調
査項目や3 方法3 結果などは，無理に書かなくても構いません．

→ 2001年度以前の調査について普かれる場合には，太枠内だけでなく，必ず 「かんたんな調査」
の調査項目や方法，結果などを寄くか，または3 「くわしい報告」を書くかのどちらかにして

ください．

2. 「調査者」の欄には，必ず氏名を書き3 氏名の後に （ ）で所属を書いて下さい．

例：藤田 薫（横浜自然観察の森友の会・ヤマガラ大好きプロジェクト）

調査者が複数の時には3 全員の氏名を書いて下さい．

3.図や表は 「方法」や 「結果」の欄に切り貼りしても 3 最後にまとめて添付されても構いません．

4.原稿はなるべくプリントアウトしたものを送って下さい．

－手書きの方は3 紙が足りないときには，コピーして使って下さい．

－コンビュータ一等で自分で枠を作って打ち込む方は， A4縦置きで 3 よ3cm，下4cm，左右

2.Scmの余白をとってください．各項目の行数は，変更して構いません．

－枠を自分で作らずにワープロ等で打ち込む方は3 原稿を書式に切り貼りしてください．

＊編集の手聞を省くため，できる限り，いただいた原稿をそのまま印刷原稿として使わせていただきた

いと思っていますので，なるべくプリントアウトした原稿をお送り下さい．
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